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一般社団法人ｇｉｄ．ｊｐ日本性同一性障害と共に生きる人々の会 

（法人番号 6010705001617） 

  



概要 

 

経常収益について 

平成３０年期には決算報告や会員総会開催などの正常化を図ったことで、法人に対して

前年期よりは多くの信任を得て正会員が増加すると見込んでいましたが、実際には増加数

よりも減少数が多くなりました。国内のセクシャルマイノリティあるいは LGBT 当事者団

体などが増えている現状から、正会員数の増加は平成３１年期も数名に留まると予測して

います。参加費収入については、新たに北東北支部が理事会預かりになることから、減収を

予測しています。講師派遣収入においては、平成３１年期に行う広報活動などの成果により

すでに２件の依頼分を反映させています。寄付金収入はやや増収と見込んでいます。 

 

経常費用について 

交流会実施回数の減少が見込まれること、外部講師を招いたフォーラムの実施を控える

ことから、①事業費の会場費、交流会材料費、印刷費は減額を予測しています。理事会預か

りの支部が複数あり、理事の居所から交流会会場までの交通費が発生することとなるため、

旅費交通費については平成３０年期実績より高い金額で予算立てしています。 

②管理費では、通信費を少なく見積もっています。安価なレンタルサーバー契約に変更し

たこと、平成３０年期には公式リーフレットを教育委員会や行政機関に配布等を行う際の

郵送料がほとんど発生しなかったことが反映されています。支払報酬料には、顧問税理士に

対する１年分の報酬を反映させています。 

 

経常増減額と正味財産期末残高 

平成３０年期に引き続き、弊法人の目的と財政状況を鑑みた事業内容の整理と諸経費の

見直しによるコストパフォーマンスの向上に努め、平成３１年期経常総減額は１０万５千

円の増額となる見込みです。したがって、平成３１年期正味財産期末残高は１２４万２千３

８９円と予測しています。 

 

平成３０年期理事一同 
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予算表に対する注記 

消費税等の予算計上は税込方式によっております。 

 

以下余白 


